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 はじめに                                                  

この度は“フィロソファー・キング”をご購入頂き誠にありがとうございます。本機は

好評のコンプレッサー“フィロソファーズ・トーン”にエンベロープ・ジェネレーターを

合体させたエフェクトです。 

“フィロソファー・キング”はかつて誰も経験したことがないような重厚かつ変幻自在

なサウンドメイクを可能にし、サウンドのダイナミクスを自由に変化させることができる

ユニットです。コンプレッサーのセクションにおいてはウルトラクリーンで透明感のある

リミッターサウンドから、ヘヴィで重厚なディストーションサウンドまで自由に作り出す

ことができます。 

もう一つの特徴が、エンベロープ・ジェネレーターセクションです。ピッキングするだ

けでボリュームに変化をつけ、バイオリン的なフェードインやロングサスティーン、トレ

モロ、サイケデリックなリバーステープエコーの効果まで作ることができます。 

SWELLとFADEのフットスイッチをOFFにすることにより、“フィロソファー・キング”は、

通常のコンプレッサー/サスティナー/ディストーションとして働きます。モジュレーショ

ン機能はSWELLとFADEのフットスイッチをONにすることで有効になります。また、エンベロ

ープ・ジェネレーター機能は、エクスプレッションペダルを接続することでペダル・コン

トロールすることができます。また、ラインレベルの様々な楽器にも対応しており、新し

いサウンドメイクの可能性を拡げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 使用する為の準備と接続方法                                           

1.付属の専用アダプターを接続して下さい。 

2．アダプターのプラグを本機の 18V DC 端子に接続し、アダプターを家庭用電源コンセン

トに接続してください。長時間使用しない場合は本機を電源から外してください。 

4.楽器を IN 端子に接続し、OUT 端子からアンプへ接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 入出力端子                                                  

1. IN：ギターなど楽器を接続してください。 

2. TRIGGER： 外部信号のエンベロープを検出するための入力端子です。外部からのオーデ

ィオ信号を入力することにより、その信号が持つスウエルやフェードのタイミングを検出

してエフェクトを加えることができます。 

3. OUTPUT: エフェクト音の出力端子です。アンプ、ミキサーなどへ接続してください。 

4. DC POWER 18V: 必ず付属の18V、300mAセンターマイナス専用アダプターを使用してくだ

さい。他のアダブターを使用した場合、故障の原因になります。 

5. CV IN：アンプモジユレーションをリモートコントロールするためのベダル用の入力端

子です。TRSステレオケーブルでエクスプレッションペダルと接続します。       

※ERNIE BALL/VOLUME PEDAL JR.25K(EB6181)推奨。 

6. CV OUT：内部でコントロールしている電圧を出力する端子です。その出カレベルの範囲

は2VDC→ 12VDCです。 

7. SWELL EXP：スウェルタイムをエクスプレッシヨンペダルによりコントロールする為の

接続端子です。TRSステレオケーブルでエクスプレッションペダルと接続します。 

8. FADE EXP：フェードタイムをエクスプレッションペダルによりコントロールする為の接

続端子です。TRSステレオケーブルでエクスプレッションペダルと接続します。 

  

 スイッチ                                                 

9. SWELL：スウェル効果のON/OFFスイッチです。 

10. ENGAGE：このユニット全体のON/OFFスイッチです。フットスイッチの上にある3個のス

イッチの内、このLEDのみが点灯している場合”フィロソファー・キング”は、コンプ

レッサー・サステイナー・デイストーションとして動作します。”フィロソファー・キ

ング”がバイパス時にはOFFとなります。 

11. FADE: フェード効果のON/OFFスイッチです。 

 

 コンプレッサー・コントロール                                         

12. VOLUME:本体がONの時、マスターの出カレベルコントロールとして動作します。 

13. COMPRESSION:コンプレッサーの掛り具合を調節します。                   

14. GRIT：ディストーションの量を調節します。 

15. SUSTAIN：コンプレッサーのスレッショルドをコントロール。右に回すことにより、サ

スティーンが増します。 

16. TREBLE：2KHzのサウンドのブースト、またはカットするコントロールです。 

17. SWELL：このコントロールを右に回すと音の立ち上がりがスローになり、バイオリンのよ

うな効果を得ることができます。 

18. FADE:このコントロールを右に回すとフェードアウトする時間が長くなります。 



 

  

19. HOLD：このコントロールを右に回すとサスティーンは長くなり、左に回すと短くなりま

す。 

20. RELEASE：スウェルとフェードのエフェクトの準備ができている時に、このLEDが点灯し

ます。ギターの信号が入力されるとこのリリースLEDは消灯し、スウェルとフェードの

効果が始まります。 

21. SENSITIVITY：スウェルとフェードの効果がリセットされるレベルを設定するコントロ

ールです。このコントロールを使って次の信号が入った時にリセットするためのカット

オフポイントを設定してください。 

22.  ONE SHOT：スウェルとフェードがONの時にこのスイッチをONにすると、2度目以降の入

力信号を無視し、スウェルとフェードの効果をそのままにして自由に演奏することがで

きます。このスイッチがOFFの時、スウェルとフェードはいつでも楽器をミュートする

度にリセットされ、効果が持続します。 

23. SPEED RANGE：SLOWの設定では広い範囲のスウェル、フェードタイムになります。FAST

の設定では短いスウェル、フェードタイムとなり、細かなコントロールが可能になりま

す。 

24. AUTO RESET：オートリセットをONにするとモジュレーションのサイクルを自動的に繰り

返しトレモロ的な効果が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 スウェルとフェード効果                                             

1. SWELLをONにして、SWELLのつまみを1時の位置まで上げ、コードを弾いてください。音

量がゼロからフルボリュームに変化する様子を確認してください。                 

2. 注意1) スウェルとフェードの効果をリセットするためにはプレーヤーは楽器をミュー

トする必要があります。ミュートするとRELEASEのLEDが点灯しスウェルとフェード効果

がONになったことを確認できます。 

3. 注意2) 低いSENSITIVITYの設定では少ないミュートで良いですが、あまり低すぎるとス

ウェル効果の効きが弱くなってしまいます。 

4. SWELLコントロールを回してその効果を確認してください。その後、SWELLフットスイッ

チを踏んでOFFにしてください。 

5. FADEのフットスイッチをONにしてください。FADEコントロールを12時に設定して、コー

ドを弾いてください。レベルがフルポリュームからフェードアウトする様子を確認して

ください。FADEコントロールを回して音がどのように変化するか試して下さい。 

6. HOLDコントロールを12時に設定してください。音が完全に消えないことを確認してくだ

さい。ノプを回してその効果を確認してください。 

7. SWELLフットスイッチをONにしてください。この時、3個のフットスイッチのLEDが点灯

します。まず、SWELLとFADEのコントロールを9時に設定してください。次に各コントロ

ールを少しずつ回して、いろいろなトレモロサウンドを試してください。 

8. Auto ResetスイッチをOFFにしてください。音が消える時にどのようにミュートしてモ

ジュレーションサイクルをリトリガーしなければならないか試してみてください。 

9. SWELLコントロールを11時に設定して、FADEコントロールを8時に設定してください。こ

の中くらいのアタックと速いディケイのサウンドはテープエコーのリバース効果を再

現します。 

10. ONE SHOTをONにして長いスウェルとフェードの設定にしてください。ミュートをするこ

とでリセットすることなくサイクルを続けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 セッティングについて                                          

最高の効果を得るために”フィロソファー・キング”は、ディストーション、モジュレー

ション、ディレイエフェクトの前に接続してください。 

 

 サイドチェーン                                            

トリガーの入力は、他のソースを入力することによりインタラクティブな効果を作ること

ができます。 

 

 

 製品仕様                                                

 

入力インピーダンス 470K ohms 

出力インピーダンス 150 ohms 

消費電流 55.4mA / 18V DC 

電源 １８V DC/300mA(付属)  

寸法 200(W) x 125(D) x 54(H) mm 

重量 800g 
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